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一｢
第
三
の
新
人｣
と
呼
ば
れ
た
作
家
群
が
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
過
し
た
文
学
を
め
ぐ
る
場
の
主
流
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
第
六
六
回
芥
川
賞(
一
九
七
一
年
下
半
期)
か
ら
安
岡
章
太
郎
と
吉
行
淳
之
介
が
選
考
委
員
に
な
り
、
第
七
六
回(
一
九
七
六
年
下
半
期)
か
ら
は
遠
藤
周
作
も
加
わ
る
と
い
う
事
実
を
挙
げ
る
だ
け
で
も
首
肯
で
き
る
。｢
第
三
の
新
人｣
を
三
名
含
む
、
こ
の
選
考
委
員
の
体
制
は
、
安
岡
と
遠
藤
が
抜
け
る
第
九
七
回(
一
九
八
七
年
上
半
期)
ま
で
続
い
た
(
１)
。
だ
が
そ
の
登
場
か
ら
、
彼
ら
が
文
学
を
め
ぐ
る
場
の
主
流
に
位
置
し
て
い
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
次
の
吉
行
の
エ
ッ
セ
イ『
私
の
文
学
放
浪
(
２)』
の
言
説
を
見
る
と
そ
れ
が
理
解
さ
れ
る
。
三
十
年
下
半
期
の
芥
川
賞
は
石
原
慎
太
郎
氏
で
あ
り
、
氏
の
登
場
や
曾
野
綾
子
、
有
吉
佐
和
子
両
才
媛
の
活
躍
な
ど
が
、｢
小
説
に
お
け
る
物
語
性
の
回
復｣
と
し
て
批
評
家
の
賛
成
を
得
る
む
き
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、｢
第
三
の
新
人
は
第
一
次
戦
後
派
と
石
原
た
ち
新
勢
力
に
挟
撃
さ
れ
、
そ
の
谷
間
に
消
え
去
る
で
あ
ろ
う｣
と
い
う
意
味
の
発
言
が
、
座
談
会
で
な
さ
れ
た
り
し
た
。(『
吉
行
淳
之
介
全
集』
八
巻
九
八
頁)
こ
の
言
説
か
ら
は
、｢
第
三
の
新
人｣
が
第
一
次
戦
後
派
と
石
原
・
大
江
ら
新
勢
力
と
の
い
わ
ば
谷
間
の
世
代
で
あ
り
、
同
時
代
の
批
評
家
の
支
持
を
得
る
よ
う
な
作
家
群
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
で
は
、
な
ぜ
｢
第
三
の
新
人｣
は
主
流
と
な
っ
た
か
。
そ
の
問
い
に
答
え
る
に
は
、｢
純
文
学｣
を
掲
載
す
る
文
芸
誌
で
あ
る｢
文
芸｣
の
一
九
六
五
年
の
座
談
会｢
文
学
と
資
質｣
で
、｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
に
つ
い
て
｢
編
集
部｣
か
ら
問
わ
れ
る
側
面
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
(
３)
。
ま
た
、
そ
れ
は
鈴
木
貞
美
が｢
第
三
の
新
人｣
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
た
、｢
純
文
学｣
と
｢
中
間
も
の｣
に
｢
二
重
化
し
て
対
処
す
る
姿
勢｣
を
再
考
す
る
も
の
と
も
い
い
か
え
ら
れ
る
(
４)
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
こ
れ
ま
で
、
遠
藤
周
作
と
吉
行
淳
之
介
の｢
二
重
化
し
て
対
処
す
る
姿
勢｣
の
内
実
に
つ
い
て
論
を
残
し
て
き
た
。
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
遠
藤
が
内
容
的
な
差
を
含
め
て
書
き
分
け
作
業
を
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
吉
行
は
、
自
身
が｢
純
文
学｣
作
品
で
書
き
た
い
と
思
う
文
学
的
な
主
題
と
、｢
中
間
小
説
誌｣
に
掲
載
す
る
作
品
に
描
く
問
題
が
近
接
し
た
作
家
と
い
え
た
(
５)
。
で
は
、
文
学
史
的
な
位
置
づ
け
に
お
い
て
は
、
｢
第
三
の
新
人｣
の
筆
頭
た
る
安
岡
章
太
郎
の
｢
二
重
化
し
て
対
処
す
る
姿
―  ―
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勢｣
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
本
論
の
こ
こ
ま
で
に
引
い
た
文
で
も｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
や
｢
中
間
も
の｣
と
い
っ
た
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
き
た
、｢
純
文
学
で
は
な
い
文
学｣
に
つ
い
て
、
規
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。｢
中
間
も
の｣
を
掲
載
す
る
媒
体
と
し
て
｢
中
間
小
説
誌｣
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。｢
中
間
小
説
誌｣
は
Ａ
５
判
の
判
型
サ
イ
ズ
の
小
説
専
門
雑
誌
で
、｢
日
本
小
説｣
を
そ
の
嚆
矢
と
し
て
、｢
オ
ー
ル
読
物｣
、｢
小
説
新
潮｣
｢
苦
楽｣
、｢
小
説
と
讀
物｣
な
ど
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
そ
の
枠
組
が
形
成
さ
れ
、
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
後
発
誌
で
あ
る｢
小
説
公
園｣
や｢
小
説
現
代｣
、｢
中
間
小
説
誌｣
の
な
か
で
も
文
芸
誌
に
近
い
編
集
方
針
を
と
っ
た｢
別
册
文
藝
春
秋｣
や｢
小
説
中
央
公
論｣
な
ど
も
、
安
岡
を
論
じ
る
本
論
で
は
そ
の
範
疇
に
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
週
刊
誌
の
別
冊
増
刊
で
あ
る
｢
週
刊
朝
日
別
冊｣
｢
サ
ン
デ
ー
毎
日
特
別
号｣
な
ど
が
、
小
説
な
ど
読
物
を
専
門
に
掲
載
は
し
て
い
る
が
判
型
が
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
境
界
線
上
に
位
置
す
る
雑
誌
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
し
か
し｢
中
間
小
説
誌｣
と
の
関
係
に
終
始
す
る
の
み
で
は
、
安
岡
の
｢
二
重
化
し
て
対
処
す
る
姿
勢｣
に
は
迫
る
こ
と
が
で
き
な
い
。｢
中
間
小
説｣
と
は
、｢
中
間
小
説
誌｣
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
枠
を
越
え
、
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
、
文
壇
・
メ
デ
ィ
ア
・
市
場
が
連
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
社
会
へ
と
浸
透
す
る
に
至
っ
た
広
範
な｢
現
象｣
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
(
６)
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
週
刊
誌
や
婦
人
誌
、
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
安
岡
の
小
説
ま
で
含
め
、｢
純
文
学｣
と
｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
と
い
う
大
枠
で
と
ら
え
る
視
点
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
で
も
、
例
え
ば｢
中
間
小
説
誌｣
と｢
週
刊
誌｣
で
は
掲
載
さ
れ
る
小
説
に
差
が
み
ら
れ
る
か
な
ど
、｢
二
重
化｣
以
上
の
書
き
分
け
の
姿
勢
が
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
｢
中
間
小
説
誌｣
に
掲
載
さ
れ
、
明
確
に
小
説
と
規
定
で
き
る
安
岡
の
作
品
は
総
数
三
六
作
品
あ
る
(
７)
。
そ
し
て
、
そ
の
初
出
を
除
き
以
降
単
行
本
化
さ
れ
ず
、
ま
た
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が
、
内
二
三
作
品
と
三
分
の
二
近
く
存
在
す
る
。
そ
の
嚆
矢
は
一
九
五
三
年
八
月
の｢
別
册
文
藝
春
秋｣
第
三
五
号
に
掲
載
さ
れ
た『
勲
章』
で
あ
る
。
こ
の
年
の
七
月
に
第
二
九
回
芥
川
賞
を『
悪
い
仲
間』
(｢
群
像｣
一
九
五
三
・
六)
、『
陰
気
な
楽
し
み』
(｢
新
潮｣
一
九
五
三
・
四)
で
受
賞
し
て
お
り
、
こ
の
先
数
年
は
、｢
中
間
小
説
誌｣
と
い
っ
て
も
芥
川
賞
を
出
し
て
い
る
文
藝
春
秋
新
社
発
行
の｢
別
册
文
藝
春
秋｣
を
中
心
に
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
(
８)
。
詳
細
は
別
稿
で
あ
る
｢【
史
料
紹
介
】
昭
和
二
〇
年
代
の｢
別
册
文
藝
春
秋｣
―
中
間
小
説
誌
総
目
次｣
(｢
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
紀
要｣
二
〇
一
四
・
三)
の
概
略
の
項
に
譲
る
が
、
｢
別
册
文
藝
春
秋｣
が
、
中
間
小
説
誌
の
市
場
形
成
に
伴
い
、
次
第
に
中
間
小
説
誌
的
性
格
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
雑
誌
で
あ
り
、
文
芸
誌
と｢
中
間
小
説
誌｣
の
そ
の
ま
た
中
間
を
目
指
す
雑
誌
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
作
家
に
と
っ
て｢
別
册
文
藝
春
秋｣
に
作
品
を
載
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
他
の｢
中
間
小
説
誌｣
と
は
少
々
趣
が
違
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
安
岡
が
、
そ
れ
以
前
は｢
文
学
界｣
や｢
群
像｣
、｢
新
潮｣
と
い
っ
た
文
芸
誌
を
中
心
に
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
気
鋭
の
作
家
と
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
る
姿
を
見
て
取
れ
る
。
以
下
発
表
順
に
列
挙
し
て
ゆ
こ
う
。
―  ―
『
勲
章』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
三
五
号
一
九
五
三
・
八)
『
築
地
小
田
原
町』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
三
七
号
一
九
五
三
・
一
二)
『
家
庭』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
三
九
号
一
九
五
四
・
四)
『
毛』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
四
〇
号
一
九
五
四
・
七
単
行
本
未
収
録)
『
科
学
的
人
間』
｢
別
册
文
藝
春
秋｣
四
三
号
一
九
五
四
・
一
二)
『
キ
リ
ザ
ン
シ
ョ』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
四
七
号
一
九
五
五
・
八)
『
美
人
競
争』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
五
五
・
八
単
行
本
未
収
録)
『
気
の
病
め
る
衣
装』
(｢
小
説
公
園｣
一
九
五
五
・
一
二
単
行
本
未
収
録)
『
観
覧
車』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
五
一
号
一
九
五
六
・
四
単
行
本
未
収
録)
『
装
身
具』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
五
二
号
一
九
五
六
・
六
単
行
本
未
収
録)
『
日
本
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
記』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
五
六
・
六
単
行
本
未
収
録)
『
暗
い
部
屋』
(｢
小
説
公
園｣
一
九
五
六
・
七
単
行
本
未
収
録)
『
ロ
マ
ノ
フ
朝
の
宴
会』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
五
五
号
一
九
五
六
・
一
二
単
行
本
未
収
録)
『
薔
薇
の
女』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
五
六
・
一
二)
『
猥
雑
な
飲
料』
(｢
小
説
公
園｣
一
九
五
六
・
一
二)
『
一
つ
ず
つ
し
か
な
い
町』
(｢
別
冊
小
説
新
潮｣
一
九
五
七
・
一
｢
老
人｣
と
改
題)
『
も
ぐ
ら
の
手
袋』
(｢
中
央
公
論
臨
時
増
刊｣
一
九
五
七
・
五)
『
女
と
合
気
道』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
五
七
・
六
単
行
本
未
収
録)
『
恐
怖
の
舞
踏
会』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
六
一
号
一
九
五
七
・
一
二
単
行
本
未
収
録)
『
モ
レ
ザ
ー
コ
フ
君
の
変
身』
(｢
別
冊
小
説
新
潮｣
一
九
五
八
・
一
単
行
本
未
収
録)
『
怪
奇
の
友
情』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
五
八
・
二
単
行
本
未
収
録)
『
浴
室
殺
人
 
末
記』
(｢
小
説
公
園｣
一
九
五
八
・
三
単
行
本
未
収
録)
『
幽
霊
は
何
処
に
い
る』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
六
四
号
一
九
五
八
・
六
単
行
本
未
収
録)
『
相
思
相
哀』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
五
八
・
九)
『
緑
色
の
豚』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
六
八
号
一
九
五
九
・
二)
『
ウ
ソ
ノ
の
話』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
五
九
・
二)
『
旅
へ
の
い
ざ
な
い』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
五
九
・
七
単
行
本
未
収
録)
『
暗
い
ラ
ン
デ
・
ブ
ウ』
(｢
サ
ン
デ
ー
毎
日
特
別
号｣
一
九
五
九
・
七
単
行
本
未
収
録)
『
河
豚』
(｢
別
册
文
藝
春
秋｣
七
〇
号
一
九
五
九
・
一
二)
『
丘
の
上
の
ホ
テ
ル
で』
(｢
週
刊
朝
日
別
冊｣
一
九
六
〇
・
三
・
一
単
行
本
未
収
録)
『
廃
屋
の
 
末』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
六
〇
・
三
単
行
本
未
収
録)
『
幹
候
志
願』
(｢
小
説
中
央
公
論｣
一
九
六
〇
・
七
単
行
本
未
収
録)
『
逃
げ
る
男』
(｢
オ
ー
ル
読
物｣
一
九
六
〇
・
一
二
単
行
本
未
収
録)
『
時
計
の
は
な
し』
(｢
小
説
中
央
公
論｣
一
九
六
一
・
一
単
行
本
未
収
録)
『
せ
つ
な
い
思
い』
(｢
サ
ン
デ
ー
毎
日
特
別
号｣
一
九
六
一
・
九
単
行
本
未
収
録)
『
陰
気
な
友
情』
(｢
野
性
時
代｣
一
九
七
四
・
九
単
行
本
未
収
録)
｢
別
册
文
藝
春
秋｣
が
一
三
本
と
最
も
多
い
が
、
こ
れ
は
初
期
に
特
に
数
―  ―
が
多
く
、
一
九
六
〇
年
代
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
多
彩
な｢
中
間
小
説
誌｣
に
小
説
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
状
況
は
元
号
を
用
い
て
表
現
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
安
岡
は
、｢
週
刊
誌
ブ
ー
ム｣
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
誕
生
し
た
昭
和
三
〇
年
代
前
半
を
中
心
に
多
く
の｢
中
間
小
説
誌｣
に
小
説
作
品
を
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
一
回
読
み
切
り
の
短
篇
小
説
で
あ
る
。
だ
が
、
一
九
六
一
年
を
最
後
に
安
岡
が｢
中
間
小
説
誌｣
に
そ
の
短
篇
小
説
を
掲
載
す
る
こ
と
は
殆
ど
無
く
な
る
こ
と
も
わ
か
る
。
で
は
、
雑
誌
に
よ
っ
て
作
品
に
差
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
差
が
無
い
と
い
え
る
。
用
い
ら
れ
る
設
定
、
一
人
称
で
語
ら
れ
る
作
品
が
三
六
作
品
中
三
五
本
と
い
う
語
り
手
の
特
徴
を
み
て
も
ほ
ぼ
差
は
無
い
。
こ
れ
は
同
時
代
に
描
か
れ
た
文
芸
誌
掲
載
作
品
と
比
較
し
て
も
同
様
に
差
は
無
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
く
つ
か
の
具
体
例
を
あ
げ
て
み
て
ゆ
こ
う
。
先
に
見
た
と
お
り
、
安
岡
は
一
九
五
三
年
八
月
の『
勲
章』
か
ら
、
一
九
五
五
年
八
月
の『
キ
リ
ザ
ン
シ
ョ』
ま
で
、｢
中
間
小
説
誌｣
と
い
っ
て
も
｢
別
册
文
藝
春
秋｣
の
み
に
六
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
六
作
品
の
設
定
を
み
る
だ
け
で
も
、
文
芸
誌
掲
載
作
品
を
含
め
た
安
岡
作
品
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
原
型
が
存
在
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
ず
、『
勲
章』
は
｢
終
戦
直
後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
僕
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ア
の
い
る
第
一
相
互
ビ
ル
の
掃
除
人
夫
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る｣
と
い
う
冒
頭
を
も
つ
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
安
岡
の
デ
ビ
ュ
ー
作『
ガ
ラ
ス
の
靴』
(｢
三
田
文
学｣
一
九
五
一
・
六)
で
も
描
か
れ
た
、
戦
後
を
舞
台
と
し
た
作
品
で
、
安
岡
自
身
の
実
体
験
で
あ
る
進
駐
軍
へ
の
労
務
者
と
し
て
働
い
た
日
々
を
切
り
取
る
作
品
で
あ
る
。
次
に『
築
地
小
田
原
町』
は
太
平
洋
戦
争
直
前
の
東
京
を
舞
台
に
、
落
ち
こ
ぼ
れ
仲
間
の
青
春
を
描
く
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
安
岡
の
実
体
験
で
あ
る
一
九
四
〇
年
前
後
の
城
北
高
等
講
習
学
校
時
代
、
い
わ
ゆ
る｢
浪
人
時
代｣
を
描
い
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で『
キ
リ
ザ
ン
シ
ョ』
も
同
様
の
作
品
と
い
え
、｢
浪
人
時
代｣
の
友
人
で
あ
る
古
山
高
麗
雄
を
モ
デ
ル
と
し
た
で
あ
ろ
う
｢
岩
山
君｣
が
登
場
す
る
。
つ
ま
り
、『
築
地
小
田
原
町』
と
『
キ
リ
ザ
ン
シ
ョ』
は
、『
悪
い
仲
間』
系
列
の
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
家
庭』
も
、
安
岡
の
実
体
験
、
軍
隊
生
活
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
人
公｢
僕｣
は｢
僕
の
軍
隊
生
活
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
便
所
の
中
に
あ
る｣
と
述
べ
る
人
物
で
、
訓
練
中
に
便
意
を
も
よ
お
す
。
だ
が
完
全
武
装
を
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
間
に
合
わ
ず
、｢
下
着
も
ズ
ボ
ン
も
汚
し
て
し
ま｣
う
。
｢
あ
る
も
の
は
た
だ
僕
と
胃
袋
と
腸｣
と
い
う
｢
気
楽
さ｣
を
感
じ
た
と
い
う
主
人
公
｢
僕｣
の
感
慨
は
、
そ
の
ま
ま
『
遁
走』
(｢
群
像｣
一
九
五
六
・
五)
に
連
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て『
科
学
的
人
間』
は
、
戦
後
を
生
き
る｢
私｣
が
戦
争
、
軍
隊
生
活
を
振
り
返
り
、
ま
た
戦
後
、
安
岡
自
身
が
発
症
し
た
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
よ
る
体
験
を
振
り
返
る
作
品
で
あ
る
。
前
者
は
先
の『
家
庭』
な
ど
と
同
種
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
し
、
後
者
は
脊
椎
カ
リ
エ
ス
を
病
み
つ
つ
も
、
家
族
と
共
に
戦
後
を
生
き
た『
海
辺
の
光
景』
(｢
群
像｣
一
九
五
九
・
一
一
、
一
二)
や『
幕
が
下
り
て
か
ら』
(｢
群
像｣
一
九
六
七
・
八)
と
の
連
接
を
う
か
が
わ
せ
る
。
だ
が
、
こ
の『
科
学
的
人
間』
が
、
安
岡
章
太
郎
の
作
家
と
し
て
の
戦
略
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
安
岡
本
人
と
考
え
ら
れ
る
一
人
称
｢
私｣
で
語
る
語
り
手
が
、
安
岡
自
身
の
実
体
験
を
語
る
と
い
う
、
エ
ッ
セ
イ
と
分
類
し
て
も
問
題
の
無
い
よ
う
な
作
品
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
―  ―
が
、
こ
の
作
品
が
エ
ッ
セ
イ
で
な
い
こ
と
は
、
一
九
八
六
年
六
月
に『
安
岡
章
太
郎
集
１』
(
岩
波
書
店)
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り｢
安
岡
章
太
郎｣
の
名
前
を
冠
し
た
作
品
集
の
短
篇
小
説
を
集
め
た
巻
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
で
保
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
孕
ん
だ
安
岡
章
太
郎
作
品
に
お
け
る
エ
ッ
セ
イ
の
位
置
に
つ
い
て
は
本
論
の
最
後
で
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に『
毛』
で
あ
る
が
、
文
芸
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
に
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
に
の
み
用
い
ら
れ
る
設
定
を
有
し
た
作
品
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
一
九
五
一
年
に
レ
ナ
ウ
ン
研
究
室
の
服
装
雑
誌
翻
訳
係
の
嘱
託
に
な
っ
た
安
岡
自
身
の
経
験
か
ら
き
た
も
の
で
、『
毛』
で
は
、
主
人
公
｢
僕｣
が
、｢
帝
国
繊
維
編
物
工
業
と
い
う
会
社
の
デ
ザ
イ
ン
・
宣
伝
部
に
や
と
は
れ
た｣
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
会
社
の
｢
宣
伝
課
の
嘱
託｣
と
い
う
主
人
公
の
設
定
は
｢
オ
ー
ル
読
物｣
に
掲
載
さ
れ
た
『
女
と
合
気
道』
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、｢
中
間
小
説
誌｣
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
内
で
あ
れ
ば
、
雑
誌
が
変
っ
て
も
同
様
の
設
定
が
用
い
ら
れ
る
一
つ
の
証
左
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
設
定
が
結
実
し
た
も
の
と
い
え
る
の
が｢
週
刊
現
代｣
に
連
載
さ
れ
た『
あ
あ
女
難』
と
い
え
る
。
『
あ
あ
女
難』
で
は
こ
の
主
人
公
の
設
定
は
｢
嘱
託｣
で
は
な
く
、
服
飾
系
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
部
社
員
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
安
岡
の｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
の
小
説
か
ら
の
み
の
視
点
で
は
、
一
部
の
設
定
を
除
い
て｢
純
文
学｣
の
仕
事
と
の
明
確
な
差
異
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、｢
純
文
学｣
と
｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
に
差
を
も
た
な
い
姿
勢
、
書
き
分
け
な
い
と
い
う
の
が
安
岡
の
姿
勢
の
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
は
、
単
行
本
に
す
る
際
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
一
九
五
七
年
五
月
に
現
代
文
芸
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た『
肥
っ
た
女』
に
は
、｢
文
芸｣
掲
載
の『
王
様
の
耳』
(
一
九
五
四
・
七)
、｢
新
潮｣
掲
載
の
『
サ
ア
カ
ス
の
馬』
(
一
九
五
五
・
一
〇)
な
ど
文
芸
誌
掲
載
の
作
品
と
共
に
、『
キ
リ
ザ
ン
シ
ョ』
、『
気
の
病
め
る
衣
裳』
な
ど
と
い
っ
た
｢
別
册
文
藝
春
秋｣
、｢
小
説
公
園｣
掲
載
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
次
の
短
編
小
説
集
で
あ
る『
青
葉
し
げ
れ
る』
(
新
潮
社
一
九
五
九
・
一
〇)
に
も｢
中
央
公
論
臨
時
増
刊｣
掲
載
の『
も
ぐ
ら
の
手
袋』
や｢
別
册
文
藝
春
秋｣
掲
載
の『
緑
色
の
豚』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
(
９)
。
三
｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
の
枠
を
も
う
少
し
広
げ
て
み
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
、
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
作
品
と
し
て
は
、『
あ
あ
女
難』
(｢
週
刊
現
代｣
一
九
六
〇
・
一
・
三
〜
七
・
三)
、『
皇
子
ピ
カ
ー
ル
の
恋
人
た
ち』
(｢
新
週
刊｣
一
九
六
二
・
七
・
二
四
〜
一
〇
・
一
六
未
完)
の
連
載
小
説
が
二
作
と
、
短
篇
読
み
切
り
作
品
が『
寝
顔』
(｢
週
刊
読
売｣
一
九
六
三
・
四
・
二
八)
、『
蜜
月
旅
行
の
孤
独』
(｢
週
刊
女
性｣
一
九
六
三
・
六
・
二
六)
の
二
作
存
在
す
る
。
そ
の
第
一
作
で
あ
る
、｢
週
刊
現
代｣
の
『
あ
あ
女
難』
連
載
当
時
の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
安
岡
自
身
の
証
言
が
あ
る
(
 )
。
安
岡
は
一
九
五
九
年
、
昭
和
三
十
四
年
を｢
各
出
版
社
が
い
っ
せ
い
に
週
刊
誌
を
出
し
は
じ
め｣
た
年
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ｢
こ
れ
ま
で｢
群
像｣
の
編
集
長
だ
っ
た
Ｏ
氏
が｢
週
刊
現
代｣
の
編
集
長
も
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
創
刊
号
か
ら
吉
行
淳
之
介
が
長
編『
す
れ
す
れ』
の
連
載
を
は
じ
め
た｣
と
語
っ
て
い
る
。
吉
行
の『
す
れ
す
れ』
の
連
載
終
了
を
受
け
て
連
載
開
始
と
な
っ
た
、
安
岡
の
『
あ
あ
女
難』
も
ま
た
、｢
群
像｣
編
集
長
大
久
保
房
雄
の｢
週
刊
現
代｣
編
集
長
兼
任
を
受
け
て
書
か
れ
た
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
―  ―
そ
し
て『
あ
あ
女
難』
も
含
め
た
こ
れ
ら
週
刊
誌
掲
載
小
説
に
は
、
同
時
代
社
会
の
世
相
風
俗
を
取
り
込
も
う
と
い
う
積
極
的
な
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
『
あ
あ
女
難』
に
あ
る
恐
妻
家
と
い
う
主
人
公
の
設
定
、
婦
人
下
着
の
新
デ
ザ
イ
ン
を
め
ぐ
る
ラ
イ
バ
ル
企
業
同
士
の
争
い
な
ど
が
そ
の
例
と
い
え
る
が
、
次
の
引
用
の
場
面
が
そ
の
典
型
と
い
え
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
間
か
ら
コ
ー
ド
の
具
合
が
悪
く
な
っ
て
い
た
電
気
ア
イ
ロ
ン
で
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
、
と
隣
の
電
気
器
具
店
へ
入
っ
た
。
／
色
と
り
ど
り
の
電
気
ス
タ
ン
ド
の
並
ん
で
い
る
棚
か
ら
、
眼
を
う
つ
し
な
が
ら
京
子
は
、
お
も
わ
ず
声
を
上
げ
た
。
／
｢
あ
ら
！
｣
／
店
の
お
く
に
三
台
並
ん
だ
テ
レ
ビ
の
一
つ
に
、
宇
一
郎
の
顔
が
大
写
し
に
う
つ
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
(『
あ
あ
女
難』
講
談
社
一
九
六
〇
・
七
二
九
頁)
こ
の
場
面
は
夫
西
山
宇
一
郎
が
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て
い
る
場
面
を
、
妻
京
子
が
偶
然
入
っ
た｢
電
気
器
具
店｣
で
見
る
場
面
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
テ
レ
ビ
を
用
い
た
趣
向
自
体
が
一
九
六
〇
年
当
時
の
世
相
風
俗
を
取
り
込
ん
だ
例
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
世
相
風
俗
の
取
り
込
み
は
他
の
週
刊
誌
掲
載
作
品
に
も
み
ら
れ
る
。『
皇
子
ピ
カ
ー
ル
の
恋
人
た
ち』
は
、
光
源
氏
が
現
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
小
説
で
あ
る
た
め
、
皇
太
子
成
婚
な
ど
い
っ
た
事
件
を
取
り
込
み
、
一
層
世
相
風
俗
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
と
い
え
る
し
、
短
篇
『
寝
顔』
の
主
人
公
が
勤
務
す
る
｢
日
本
生
産
能
率
向
上
協
会｣
と
い
う
社
員
の
意
識
を
改
革
す
る
研
修
を
企
画
運
営
す
る
会
社
と
い
う
設
定
も
そ
の
例
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、『
あ
あ
女
難』
が
、
主
人
公
を
宇
一
郎
と
三
人
称
で
語
る
語
り
手
が
担
う
作
品
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
こ
れ
は｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
の
小
説
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
で
、
作
家
と
は
全
く
の
他
者
で
あ
る
主
人
公
を
設
定
し
、
同
時
代
を
切
り
取
ろ
う
と
い
う
安
岡
の
意
図
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
あ
あ
女
難』
の
主
人
公
の
設
定
が
｢
純
文
学｣
の
仕
事
で
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
作
品
で
あ
る『
毛』
で
試
み
ら
れ
た
も
の
の
繰
り
返
し
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も
み
た
が
、
そ
れ
は『
蜜
月
旅
行
の
孤
独』
で
も
み
ら
れ
る
。｢
オ
ー
ル
読
物｣
掲
載
作
品
で
あ
る
『
相
思
相
哀』
の
夫
婦
の
関
係
性
を
三
年
後
の
作
品
で
あ
る『
蜜
月
旅
行
の
孤
独』
で
は
援
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
作
品
、『
二
つ
の
顔』
(｢
産
経
時
事｣
一
九
五
八
・
三
・
一
〇
〜
七
・
一
四)
と
、『
や
っ
て
来
た
連
中』
(｢
毎
日
新
聞｣
夕
刊
一
九
六
〇
・
四
・
二
一
〜
一
〇
・
二
二)
の
二
作
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
作
家
安
岡
と
は
距
離
の
あ
る
主
人
公
を
設
定
し
、
週
刊
誌
掲
載
作
品
と
同
様
、
同
時
代
の
世
相
風
俗
を
作
中
に
取
り
込
み
つ
つ
、
そ
の
社
会
が
孕
む
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
す
る
作
品
で
、
一
読
し
た
だ
け
で
は
安
岡
作
品
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
特
に『
や
っ
て
来
た
連
中』
は
、
一
九
五
六
年
の
服
部
達
の
雪
山
で
の
自
殺
と
い
う
事
件
を
背
景
に
戦
後
暗
躍
し
た
病
み
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
め
ぐ
る
殺
人
事
件
を
描
い
た
、
連
載
当
時
人
気
を
博
し
て
い
た
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
を
意
識
し
た
作
風
で
、
文
学
史
的
に
も
興
味
深
い
作
品
と
い
え
る
。
だ
が
、
本
論
で
の
問
題
意
識
に
戻
れ
ば
、
｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
作
品
で
試
し
た
設
定
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
書
か
れ
た
作
品
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
先
の『
あ
あ
女
難』
を
含
め
、
安
岡
作
品
に
お
け
る｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
で
し
か
み
ら
れ
な
い
設
定
は
、｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
作
品
で
｢
練
習｣
さ
―  ―
れ
た
う
え
で
、
週
刊
誌
や
新
聞
に
連
載
さ
れ
る
長
篇
小
説
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
関
係
性
が
あ
る
と
規
定
で
き
よ
う
か
。『
や
っ
て
来
た
連
中』
で
は
、
｢
別
册
文
藝
春
秋｣
掲
載
の
『
モ
レ
ザ
ー
コ
フ
君
の
変
身』
で
描
か
れ
た
、
日
本
人
が
ロ
シ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
化
け
る
と
い
う
設
定
と
、
同
じ
く｢
別
册
文
藝
春
秋｣
掲
載
の『
幽
霊
は
何
処
に
い
る』
の
科
学
的
に
幽
霊
騒
動
を
起
こ
し
て
周
り
を
騙
す
と
い
う
設
定
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
婦
人
誌
に
掲
載
さ
れ
た
安
岡
作
品
は
夫
婦
問
題
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
、
主
人
公
は
女
性
で
あ
る
。
後
に
描
か
れ
る
夫
婦
関
係
を
描
く
作
品
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
数
は
少
な
く
、
短
篇
作
品
で
あ
る『
青
い
韮』
(｢
新
女
苑｣
一
九
五
五
・
五)
と
、｢
若
い
女
性｣
に
一
九
五
六
年
九
月
号
か
ら
翌
年
三
月
号
迄
連
載
さ
れ
た
『
青
い
貝
殻』
の
二
作
品
で
あ
る
(
 )
。『
青
い
韮』
は
先
の『
相
思
相
哀』
の
原
型
と
も
い
え
る
作
品
で
、
こ
の
設
定
が
さ
ら
に｢
週
刊
女
性｣
の『
蜜
月
旅
行
の
孤
独』
に
用
い
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
先
に
見
た
。
安
岡
版『
斜
陽』
と
い
え
る『
青
い
貝
殻』
の
主
人
公
の
設
定
に
も『
青
い
韮』
の
妻
像
は
用
い
ら
れ
て
い
る
(
 )
。
つ
ま
り
、
安
岡
の｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
を｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
作
品
か
ら
広
げ
る
こ
と
で
み
え
て
き
た
の
は
、
同
時
代
の
読
者
を
強
く
意
識
す
る
安
岡
の
姿
で
あ
る
。
そ
れ
が
同
じ
設
定
を
繰
返
し
用
い｢
練
習｣
す
る
姿
勢
や
、
安
岡
自
身
の
経
験
を
根
本
に
据
え
る｢
純
文
学｣
や
殆
ど
の｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
作
品
と
は
異
な
る
、
そ
の
時
代
を
生
き
る
市
井
の
人
々
を
描
こ
う
と
す
る
特
徴
か
ら
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た
一
九
六
五
年
の｢
文
芸｣
の
座
談
会｢
文
学
と
資
質｣
で
の
安
岡
の
発
言
、｢
大
勢
の
人
が
読
ん
で
、
そ
う
し
て
金
が
う
ん
と
入
っ
た
ら
と
い
う
気
持
は
あ
る｣
と
、｢
い
い
意
味
の｣
｢
大
衆
小
説｣
を
書
く
こ
と
へ
の
思
い
を
述
べ
た
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
安
岡
に
と
っ
て｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
の
作
品
は
、
ま
さ
し
く
文
芸
誌
と
、
週
刊
誌
や
新
聞
連
載
小
説
の
｢
中
間｣
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
以
上
の
特
徴
の
差
か
ら
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
安
岡
の｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
と
し
て
の
小
説
執
筆
は
一
九
六
〇
年
代
前
半
で
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
安
岡
は
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
時
点
で
自
ら
の
執
筆
ス
タ
イ
ル
を
転
換
さ
せ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
｢
い
い
意
味
の｣
｢
大
衆
小
説｣
を
書
き
た
い
と
い
う
安
岡
の
希
望
は
、
そ
の
と
き
に
は
す
で
に
潰
え
て
い
た
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
。
そ
れ
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
、
一
九
七
四
年
に
創
刊
さ
れ
た
｢
新
た
な
中
間
小
説
誌｣
と
い
え
る
｢
野
性
時
代｣
に
掲
載
さ
れ
た
『
陰
気
な
友
情』
で
あ
る
。
戦
争
直
前
を
舞
台
と
し
、
そ
の
時
代
状
況
下
で
三
年
浪
人
し
た｢
お
れ｣
が
主
人
公
の
作
品
で
あ
る
。
同
じ
浪
人
生
の｢
悪
い
仲
間｣
で
あ
る
篁
村
、
将
来
結
婚
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
従
妹
の
ミ
チ
子
な
ど
、
数
多
く
の
文
芸
誌
及
び｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
作
品
で
用
い
ら
れ
て
き
た
設
定
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る｢
悪
い
仲
間｣
系
列
の
作
品
と
い
え
る
。
ま
た
、
男
根
が
追
っ
て
く
る
と
い
う
話
は『
オ
ー
ル
読
物』
掲
載
の『
怪
奇
の
友
情』
か
ら
の
援
用
で
あ
り
、
篁
村
が
作
っ
た
｢
ヌ
ル
ピ
ン｣
の
詩
も
『
怪
奇
の
友
情』
に
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
安
岡
は
、
半
村
良
の
ミ
ス
テ
リ
ー
や
筒
井
康
隆
、
李
恢
成
の
小
説
な
ど
を
掲
載
し
、
新
た
な
試
み
を
模
索
す
る｢
野
性
時
代｣
に
、
一
三
年
前
に
執
筆
す
る
こ
と
を
止
め
た｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
作
品
の
設
定
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
作
品
を
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
少
々
乱
暴
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
｢
大
勢
の
人
が
読
む｣
小
説
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
安
岡
章
太
郎
の
作
家
的
資
質
が
こ
の『
陰
気
な
友
情』
と
い
う
作
品
の
存
在
か
ら
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
―  ―
そ
し
て『
陰
気
な
友
情』
は
、
一
九
七
四
年
当
時
の
安
岡
の
興
味
が
反
映
さ
れ
て
い
る
作
品
で
も
あ
る
。
そ
れ
は｢
お
れ｣
が
受
験
勉
強
に
飽
き
て
読
む
、｢『
司
馬
遷』
と
い
う
新
刊
本｣
の
存
在
が
示
し
て
い
る
。｢
お
れ｣
は
こ
の
本
を
読
む
こ
と
に
よ
り
宦
官
と
い
う
存
在
を
知
る
。
ま
た
こ
の
本
が
男
根
に
追
わ
れ
る
と
い
う
巻
末
へ
の
展
開
の
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
重
要
な
の
は
歴
史
的
事
実
が｢
陰
気
な
友
情｣
と
い
う
小
説
作
品
の
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
月
に
安
岡
は『
私
説
聊
斎
志
異』
(｢
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル｣
一
九
七
三
・
九
〜
一
九
七
四
・
二)
の
連
載
を
終
え
て
い
た
。『
私
説
聊
斎
志
異』
は
小
説
家
で
あ
る
｢
私｣
が
蒲
松
齢
の
｢
聊
斎
志
異｣
に
関
心
を
抱
く
と
こ
ろ
か
ら
作
品
が
始
ま
る
の
だ
が
、
作
中｢
私｣
の
現
在
、｢
私｣
戦
中
記
の
回
想
、
蒲
松
齢
の
生
き
た
時
代
、｢
聊
斎
志
異｣
に
描
か
れ
た
時
代
が
交
錯
し
て
描
か
れ
る
作
品
で
あ
る
。｢
陰
気
な
友
情｣
に
あ
る｢
史
料｣
重
視
の
姿
勢
は
、
安
岡
が
こ
の
時
期
中
国
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
と
同
時
に
、｢
私｣
の
経
験
と｢
事
実｣
を
対
照
さ
せ｢
歴
史｣
を
描
く
、
い
い
か
え
れ
ば
個
の｢
歴
史｣
を
普
遍
的
な｢
歴
史｣
に
つ
な
げ
る
小
説
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
安
岡
は
翌
年
自
ら
の
実
家
で
あ
る
安
岡
家
の｢
歴
史｣
を
取
材
、
そ
れ
が『
流
離
譚』
(｢
新
潮｣
一
九
七
六
・
三
〜
一
九
七
七
・
四)
に
結
実
す
る
の
だ
が
、
『
陰
気
な
友
情』
も
ま
た
、
そ
の
一
例
と
い
え
る
。
四
最
後
に
今
一
度
座
談
会｢
文
学
と
資
質｣
を
も
う
少
し
詳
し
く
読
み
直
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
｢
文
芸｣
編
集
部
か
ら
安
岡
は
、｢
あ
と
の
三
人
の
方
は
中
間
小
説
も
書
い
て
お
ら
れ
る｣
と
、
遠
藤
、
吉
行
と
並
べ
ら
れ
、｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
に
も
積
極
的
で｢
中
間
小
説｣
を
書
く
作
家
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
す
ぐ
あ
と
で｢
安
岡
さ
ん
の
場
合
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
か
社
会
評
論
で
す
け
れ
ど
も
…
…｣
と
、
安
岡
に
か
か
る｢
中
間
小
説｣
と
い
う
概
念
が｢
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
か
社
会
評
論｣
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
執
筆
形
態
が
変
化
し
た
契
機
は
年
譜
的
に
明
ら
か
で
、
一
九
六
〇
年
一
一
月
か
ら
半
年
間
の
米
国
留
学
と
い
え
る
。
こ
れ
以
降
、
数
年
に
一
度
書
か
れ
る｢
純
文
学｣
長
篇
作
品
と
、
数
多
く
執
筆
さ
れ
る｢
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
社
会
評
論｣
が
安
岡
の
作
家
と
し
て
の
仕
事
と
な
る
。
だ
が
安
岡
は
一
見
硬
そ
う
な｢
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
社
会
評
論｣
を
書
き
な
が
ら
も
人
気
作
家
で
あ
り
続
け
、
遠
藤
や
吉
行
と
同
様
文
学
を
め
ぐ
る
場
の
主
流
に
居
続
け
た
。
こ
れ
は
遠
藤
や
、
吉
行
と
は
異
な
る｢
戦
略｣
を
安
岡
が
見
つ
け
た
証
拠
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
五
九
年
に｢
オ
ー
ル
読
物｣
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
で
あ
る『
旅
へ
の
い
ざ
な
い』
に
そ
の
答
え
へ
の
手
が
か
り
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。『
旅
へ
の
い
ざ
な
い』
は
作
家
で
あ
る｢
私｣
の
一
人
語
り
の
作
品
で
、
二
十
歳
の
こ
ろ
の｢
江
戸
趣
味｣
的
頽
廃
生
活
、
入
営
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
と
い
っ
た｢
私｣
の
過
去
が
安
岡
の
そ
れ
と
重
な
る
こ
と
で
、｢
私｣
が
安
岡
と
イ
コ
ー
ル
で
結
べ
る
よ
う
に
み
え
、
同
時
代
に
書
か
れ
て
い
た｢
社
会
評
論｣
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
。
佐
藤
朔
や
井
伏
鱒
二
が
実
名
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
作
品
の｢
社
会
評
論｣
的
特
徴
を
強
め
て
い
る
。
だ
が
、
後
半
に
入
る
と
様
相
が
異
な
っ
て
く
る
。
作
家
仲
間
と
の
日
常
が
描
か
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は｢
遠
東
週
作｣
、｢
柴
木
錬
次
郎｣
、｢
庄
田
潤
吉｣
、｢
梅
原
春
夫｣
、｢
阿
山
弘
三｣
、｢
吉
沢
麟
之
介｣
、｢
近
東
敬
太
郎｣
が
登
場
し
、｢
私｣
の
名
前
も
｢
安
原｣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
―  ―
の
モ
デ
ル
は
明
ら
か
で
あ
る
上
に
、
阿
山
が
元｢
海
軍
大
尉｣
で
あ
り
、
吉
沢
が
喘
息
持
ち
、
遠
東
の｢
ニ
セ
電
話｣
癖
な
ど
、
安
岡
自
身
が
書
く
エ
ッ
セ
イ
や
遠
藤
、
吉
行
ら
が
描
く
エ
ッ
セ
イ
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
内
容
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
込
ま
れ
た
作
品
と
い
え
る
。
つ
ま
り
こ
の『
旅
へ
の
い
ざ
な
い』
の
虚
構
性
を
保
証
し
て
い
る
の
は
、
名
前
が
異
な
る
こ
と
だ
け
と
い
え
る
。以
上『
旅
へ
の
い
ざ
な
い』
か
ら
は
二
点
の
こ
と
が
い
え
る
。
一
点
目
は
｢
中
間
小
説
誌｣
掲
載
の
小
説
作
品
に
、
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
エ
ッ
セ
イ
に
近
い
作
品
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
岡
が
有
し
た
万
人
が
読
む
よ
う
な｢
い
い
意
味
の｣
｢
大
衆
小
説｣
へ
の
試
み
が
、
や
は
り
潰
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
二
点
目
と
し
て
、
安
岡
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
二
種
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が『
旅
へ
の
い
ざ
な
い』
の
前
後
半
の
区
分
か
ら
理
解
で
き
る
。｢
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
社
会
評
論｣
の
他
に
作
家
の
日
常
を
描
く
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
の
存
在
で
あ
る
。
安
岡
の
戦
略
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
が
、｢
文
芸｣
編
集
部
か
ら
｢
中
間
小
説｣
と
一
括
さ
れ
た｢
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
社
会
評
論｣
に
硬
軟
の
二
種
を
も
た
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
エ
ッ
セ
イ
も｢
純
文
学｣
と｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
の
二
項
に
分
類
し
、
書
き
分
け
た
の
で
あ
る
。
も
う
少
し
詳
細
に
い
え
ば
、
長
い
期
間
を
か
け
て
書
か
れ
る
長
篇｢
純
文
学｣
作
品
と
文
芸
誌
、
総
合
誌
に
載
せ
る
｢
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
社
会
評
論｣
、
そ
し
て
｢
中
間
小
説
誌｣
、
週
刊
誌
な
ど
に
載
せ
る
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
エ
ッ
セ
イ
と
自
ら
の
仕
事
を
三
項
に
分
け
、
安
岡
は
作
家
活
動
を
行
っ
た
と
い
え
る
。
小
説
が
掲
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
後
に
安
岡
が｢
中
間
小
説
誌｣
に
何
を
載
せ
た
か
を
み
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。｢
小
説
新
潮｣
に
一
九
六
五
年
二
月
号
か
ら
翌
年
二
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
た｢
良
友
・
悪
友｣
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
家
仲
間
と
の
交
遊
録
で
あ
り
、
登
場
す
る
作
家
は
三
浦
朱
門
、
石
浜
恒
夫
、
柴
田
錬
三
郎
、
遠
藤
周
作
、
吉
行
淳
之
介
、
近
藤
啓
太
郎
、
庄
野
潤
三
、
邱
永
漢
、
梅
崎
春
生
、
小
島
信
夫
、
開
高
健
、
古
山
高
麗
雄
、
石
山
皓
一
と
、
う
ち
何
名
か
は『
旅
へ
の
い
ざ
な
い』
に
も
モ
デ
ル
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。
同
じ
く｢
愛
犬
家｣
と
い
う
側
面
か
ら
、
石
坂
洋
次
郎
、
丹
羽
文
雄
、
坂
口
安
吾
、
五
味
康
祐
、
吉
行
淳
之
介
、
遠
藤
周
作
、
江
藤
淳
ら
と
の
交
友
を
ま
と
め
た｢
犬
を
え
ら
ば
ば｣
(｢
小
説
新
潮｣
一
九
六
八
・
一
〜
一
二)
も
あ
る
(
 )
。
ま
た
こ
う
し
た
安
岡
の
書
き
分
け
作
業
が
、
遠
藤
周
作
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
応
す
る
読
者
を
想
定
し
、
発
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
小
説
の
役
割
を
分
担
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
お
そ
ら
く
安
岡
に
と
っ
て
、
ユ
ー
モ
ア
エ
ッ
セ
イ
に
描
く
こ
と
も
ま
た
、
作
家
で
あ
る｢
私｣
に
関
わ
る｢
歴
史｣
を
紡
ぎ
、
時
代
を
切
り
取
る
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
安
岡
の
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
仕
事
は
、
作
家
で
あ
る｢
私｣
、｢
史
料｣
を
読
む｢
私｣
、｢
史
料｣
に
登
場
す
る｢
私｣
、
そ
の
生
き
様
を
批
評
す
る｢
私｣
、
な
ど
と｢
私｣
を
複
数
化
す
る
こ
と
で｢
歴
史｣
を
紡
ぐ
、
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
新
た
な
側
面
を
創
出
す
る
も
の
と
い
え
た
。
安
岡
作
品
を
み
る
と
き
に
、
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
区
別
が
き
わ
め
て
難
し
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は『
安
岡
章
太
郎
集』
第
一
〇
巻
の
鳥
居
邦
朗
に
よ
る
｢
著
作
目
録｣
の
凡
例
に
、｢
一
書
評
、
対
談
、
座
談
会
に
つ
い
て
は
、
題
名
に
そ
の
旨
記
し
た
が
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
の
区
別
は
し
な
か
っ
た｣
と
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
安
岡
作
品
を
考
察
す
る
場
合
、
数
あ
る
｢
私｣
の
ひ
と
つ
と
し
て
｢
中
間
小
説
誌｣
や
週
刊
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
必
要
が
―  ―
あ
る
の
で
あ
る
。
以
上
本
論
で
は
、
安
岡
の｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
を
概
括
し
、
そ
の
書
き
分
け
に
戦
略
の
よ
う
な
も
の
が
み
え
る
か
ど
う
か
、
考
察
し
て
き
た
。
結
果
そ
れ
は
、
戦
略
と
い
う
よ
り
、
安
岡
が
書
い
て
き
た
自
ら
の
体
験
を
背
景
に
置
き
、
そ
の｢
私｣
自
体
を
歴
史
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
批
評
的
に
描
く
作
風
が
、
エ
ッ
セ
イ
ブ
ー
ム
と
い
う
市
場
の
要
請
に
合
致
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
三
浦
雅
士
は『
青
春
の
終
焉
(
 )』
の
な
か
で
、
丸
谷
才
一
に
つ
い
て
ふ
れ
、
丸
谷
の
一
九
七
六
年
の『
男
の
ポ
ケ
ッ
ト』
の
刊
行
が
エ
ッ
セ
イ
の
領
域
を
広
げ
た
事
象
で
あ
る
と
し
、｢
随
筆
は
そ
の
趣
を
決
定
的
に
変
え
た｣
と
ま
で
述
べ
る
。｢
訓
話
の
よ
う
な
も
の｣
か
ら｢
芸
の
領
域
、
笑
い
の
領
域｣
へ
と
方
向
を
転
じ
た
も
の
と
し
て
エ
ッ
セ
イ
を
見
て
い
る
。
そ
し
て
、｢
以
後
、
陸
続
と
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
が
登
場
す
る｣
が
、｢
か
つ
て
あ
っ
た
ユ
ー
モ
ア
小
説
と
い
う
領
域
は
ほ
と
ん
ど
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
っ
た｣
と
三
浦
は
述
べ
る
。
そ
し
て
こ
の
変
遷
を｢
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
へ
の
移
行
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た｣
と
も
い
う
。
こ
の
三
浦
の
定
義
は
丸
谷
に
当
て
は
ま
る
と
同
時
に
、
安
岡
に
よ
り
あ
て
は
ま
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
ユ
ー
モ
ア
小
説
を
含
め
た｢
純
文
学
以
外
の
仕
事｣
と
し
て
の
小
説
の
執
筆
を
止
め
、
エ
ッ
セ
イ
を｢
二
重
化｣
さ
せ
る
よ
う
に
多
く
の
エ
ッ
セ
イ
を
残
し
た
安
岡
の
仕
事
の
変
遷
こ
そ
が
、
エ
ッ
セ
イ
の
領
域
を
広
げ
た
と
い
え
る
。
だ
が
本
論
で
は
全
体
の
動
き
を
と
ら
え
る
の
に
終
始
し
、
個
々
の
事
象
を
具
体
的
に
論
じ
る
視
点
に
欠
け
て
い
た
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
あ
ら
わ
れ
た
、
作
家
安
岡
の｢
私｣
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
そ
の
結
実
と
し
て
あ
る『
流
離
譚』
な
ど
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
研
究
す
る
か
。
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
【
注
】
(
１)
吉
行
淳
之
介
は
そ
の
後
も
選
考
委
員
を
続
け
、
亡
く
な
る
一
九
九
四
年
の
一
月
一
三
日
に
決
定
発
表
さ
れ
た
第
一
一
〇
回(
一
九
九
三
年
下
半
期)
ま
で
務
め
て
い
る
。
吉
行
は
一
九
九
四
年
の
七
月
二
六
日
に
亡
く
な
る
が
、
七
月
一
三
日
に
決
定
発
表
さ
れ
た
第
一
一
一
回
ま
で
は
、
欠
席
扱
い
で
は
あ
る
が
選
考
委
員
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
る
。
(
２)
吉
行
淳
之
介『
私
の
文
学
放
浪』
(｢
東
京
新
聞｣
一
九
六
四
・
三
〜
一
九
六
五
・
四)
。
引
用
し
た
の
は
『
吉
行
淳
之
介
全
集』
第
八
巻
(
新
潮
社
一
九
九
八
・
五)
。
(
３)
座
談
会
｢
文
学
と
資
質｣
(｢
文
芸｣
一
九
六
五
・
七)
。
こ
こ
で
｢
編
集
部｣
は
遠
藤
・
安
岡
・
吉
行
を｢
中
間
小
説
も
書
い
て
お
ら
れ
る｣
と
規
定
す
る
の
に
対
し
、
小
島
信
夫
・
庄
野
潤
三
は｢
ほ
と
ん
ど
純
文
学
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る｣
と
規
定
、｢
第
三
の
新
人｣
で
も
分
け
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
本
論
の
着
目
す
る｢
第
三
の
新
人｣
の
側
面
に
当
て
は
ま
る
作
家
は
、
遠
藤
、
安
岡
、
吉
行
に
曾
野
綾
子
を
加
え
る
の
が
適
し
て
い
る
が
、
昭
和
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、
小
島
や
庄
野
も
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
小
説
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
(
４)
鈴
木
貞
美｢
純
文
学
と
大
衆
文
学
―
こ
の
悪
し
き
因
習｣
(｢
文
学
界｣
一
九
九
三
・
一
〇
〜
一
九
九
四
・
四)
(
５)
拙
著『
遠
藤
周
作
論
―｢
救
い｣
の
位
置
―』
所
収｢｢
中
間
小
説｣
論
―
書
き
分
け
を
行
う
作
家
―｣
及
び
拙
論｢
吉
行
淳
之
介『
男
と
女
の
子』
―
戦
後
へ
の
適
応｣
(｢
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究｣
二
三
号
―  ―
二
〇
一
一
・
九)
を
参
照
さ
れ
た
い
(
６)
｢
中
間
小
説｣
は
｢
広
範
な
現
象｣
で
あ
り
、
定
義
が
難
し
い
。
時
代
時
代
で
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
も
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
当
初(
昭
和
二
〇
年
代)
｢
中
間
小
説｣
は｢
芸
術
性
が
あ
っ
て
面
白
い
小
説｣
(
中
村
光
夫
｢
中
間
小
説
―
一
九
四
九
年
の
文
学
界｣
｢
文
藝
往
来｣
一
九
四
八
・
一
二)
と
い
う
理
念
が
あ
り
、
そ
の
理
念
に
よ
り
純
文
学
出
身
作
家
に
よ
る
娯
楽
小
説
へ
の
参
入
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
戦
後
出
版
界
の
混
乱
と
占
領
政
策
に
伴
う
雑
誌
需
給
の
乱
高
下
に
よ
り
、
雑
誌
の
氾
濫
と
淘
汰
が
起
り
、
結
果｢
小
説
新
潮｣
の
よ
う
な
巨
大
な
経
済
資
本
を
有
す
出
版
社
に
よ
る
、
多
種
多
様
な
出
身
を
も
つ
作
家
た
ち
が
一
堂
に
会
す
る
小
説
専
門
誌
と
し
て
の｢
中
間
小
説
誌｣
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
流
れ
が
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
ま
で
の｢
中
間
小
説｣
を
め
ぐ
る
大
き
な
流
れ
と
い
え
る
。
ま
た
、
挿
絵
や
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
を
重
視
す
る
小
説
専
門
雑
誌
と
い
う
特
徴
で
も
っ
て
定
義
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
詳
細
は
高
橋
孝
次
・
牧
野
悠
・
小
嶋
洋
輔
・
西
田
一
豊｢
第
一
三
回
松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業
研
究
報
告
書
松
本
清
張
と
昭
和
３
０
年
代｢
中
間
小
説
誌｣｣
(
二
〇
一
三
・
一)
所
収
の｢『
松
本
清
張
と
昭
和
三
〇
年
代｢
中
間
小
説
誌｣』
に
つ
い
て｣
及
び
｢｢
中
間
小
説
誌｣
の
分
布
図｣
、
そ
し
て
高
橋
孝
次
｢｢
中
間
小
説｣
の
真
実
な
も
の
―
｢
地
方
紙
を
買
う
女｣
と
｢
野
盗
伝
奇｣｣
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
７)
本
論
で
は
安
岡
章
太
郎
の
作
品
に
つ
い
て
岩
波
書
店
刊『
安
岡
章
太
郎
集』
の
第
十
巻(
一
九
八
八
・
五)
に
収
め
ら
れ
た
鳥
居
邦
朗｢
著
作
目
録｣
に
基
本
的
に
は
依
拠
し
た
。
だ
が
そ
の｢
凡
例｣
に｢
単
行
本
未
収
録
エ
ッ
セ
イ
類
な
ど
、
遺
漏
が
少
く
な
い｣
と
あ
る
よ
う
に
、
本
論
に
お
け
る
調
査
で
も
い
く
つ
か
の
作
品
を
発
見
す
る
な
ど
、
補
い
つ
つ
本
論
に
用
い
た
。
こ
う
し
た
遺
漏
は
近
代
文
学
研
究
に
お
い
て
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
扱
い
が
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
鳥
居
作
成｢
著
作
目
録｣
の
補
完
を
今
後
目
指
し
た
い
。
ま
た
本
論
で
は
中
間
小
説
誌
と
し
て
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
境
界
線
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
週
刊
誌
の
別
冊
や
特
別
号
、
後
に｢
小
説
中
央
公
論｣
へ
と
連
な
る
｢
中
央
公
論
臨
時
増
刊｣
、
そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
登
場
し
た
、
判
型
が
Ｂ
５
版
で
、
厳
し
く
は｢
中
間
小
説
誌｣
と
は
い
え
な
い
の
だ
が
、
中
間
小
説
誌
の
後
継
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
い
え
る｢
野
性
時
代｣
も
含
め
て
い
る
。
な
お
、
安
岡
が
熱
心
に
中
間
小
説
誌
に
自
作
を
掲
載
し
て
い
た
一
九
六
一
年
ま
で
に
文
芸
誌
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
作
品
は
、
内
容
ま
で
確
認
で
き
た
も
の
だ
け
で
は
あ
る
が
、
三
二
作
品
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
数
の
小
説
を
中
間
小
説
誌
に
掲
載
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(
８)
｢
別
册
文
藝
春
秋｣
第
三
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
築
地
小
田
原
町』
は｢
芥
川
賞
受
賞
作
家
選｣
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(
９)
『
肥
っ
た
女』
に
は
総
合
誌
で
あ
る
｢
中
央
公
論｣
に
掲
載
さ
れ
た
『
青
髭』
(
一
九
五
五
・
四)
、｢
文
藝
春
秋｣
に
掲
載
さ
れ
た『
松
の
木
の
あ
る
町
で』
(
一
九
五
六
・
四)
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
青
葉
し
げ
れ
る』
に
も
同
様
に
｢
中
央
公
論｣
掲
載
の
『
青
葉
し
げ
れ
る』
(
一
九
五
八
・
一
〇)
、｢
日
本｣
掲
載
の
『
み
じ
め
な
旅
行
者
た
ち』
(
一
九
五
九
・
四
｢
一
年
後｣
と
改
題)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た『
青
葉
し
げ
れ
る』
に
は
｢
美
術
手
帖｣
に
載
せ
ら
れ
た
『
茶
色
の
馬』
(
一
九
五
八
・
三)
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
(
10)
安
岡
章
太
郎『
僕
の
昭
和
史
Ⅱ』
(
講
談
社
一
九
八
四
・
九)
(
11)
一
九
五
九
年
に
｢
婦
人
画
報｣
(
八
月
号)
に
掲
載
さ
れ
た
『
可
愛
い
男』
と
い
う
作
品
が
あ
る
の
だ
が
、
ま
だ
小
説
作
品
な
の
か
エ
ッ
セ
イ
―  ―
作
品
な
の
か
確
認
が
取
れ
て
い
な
い
。
(
12)
大
衆
娯
楽
雑
誌｢
キ
ン
グ｣
及
び
、
そ
の
後
継
誌
で
あ
る｢
日
本｣
に
も
安
岡
は
小
説
を
掲
載
し
て
い
る
。『
聾
些
事
記』
(｢
キ
ン
グ｣
一
九
五
七
・
九)
と
『
微
笑』
(｢
日
本｣
一
九
五
八
・
七)
、
注
(
９)
の
『
み
じ
め
な
旅
行
者
た
ち』
が
そ
れ
で
あ
る
。
特
に
『
微
笑』
は
、
一
九
五
六
年
に｢
オ
ー
ル
読
物｣
に
掲
載
さ
れ
た『
日
本
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
記』
の
、
軍
隊
の
階
級
が
無
視
さ
れ
る
陸
軍
病
院
の
設
定
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
(
13)
週
刊
誌
に
も
エ
ッ
セ
イ
の
掲
載
は
多
く
、
一
九
六
六
年｢
週
刊
文
春｣
(
一
月
一
〇
日
号
〜
三
月
一
四
日
号)
に
ユ
ー
モ
ア
性
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
も
、
同
時
代
社
会
を
批
評
す
る
姿
勢
を
も
っ
た
エ
ッ
セ
イ｢
あ
あ
い
え
ば
こ
う
い
う｣
を
連
載
し
て
い
る
。
(
14)
三
浦
雅
士『
青
春
の
終
焉』
(
講
談
社
二
〇
〇
一
・
九)
。
※
な
お
、
本
論
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業(
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
(
基
盤
研
究(
Ｃ))
課
題
番
号
二
四
五
二
〇
二
〇
五)
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
(
こ
じ
ま
・
よ
う
す
け
名
桜
大
学
国
際
学
群
上
級
准
教
授)
―  ―
